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　ご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

南種子町農業委員会は，令和２年７月の委員改選により新体制で業務

を行っています。農業委員会の必須の業務は「農地等の利用の最適化

の推進」であり，その業務の推進のため，農業委員・農地利用最適化

推進委員共にその使命を果たすべく邁進いたしてまいります。 

　昨年を振り返りますと，新型コロナウイルスが猛威をふるった年と

なりました。そして，その影響により需要と供給のバランスが崩れ，

生産農家の収入減に繋がりました。また，作付け時に雨が多くて本町の基幹作物の甘藷・サト

ウキビの生育を遅らせたことにより甚大な被害をもたらした年でもありました。令和３年は豊

作の年でありますよう念願してやみません。

　農業委員会に課せられた使命は，農業を成長産業として位置づけ農業所得を増やし，農業・

農村を元気にすることが最大の目的と考えます。今後とも各種補助事業を活用し，農地の利用

集積の促進，担い手農家への農地の集積，認定農業者への経営確立の支援，遊休農地や違反転

用の発生防止・解消のため農地パトロ一ルなど「人と農地」対策を中心に，農地基本台帳の整

備を実施し，農地基本台帳及び農地地図システムを活用した地域農業振興に取り組んでまいり

ます。

　今後とも皆様の変わらぬご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　そして，農家の皆様の更なる飛躍が期待されることを念願し，皆様のご健康とご多幸をご祈

念申し上げ，新年のご挨拶と致します。

新年あけましておめでとうございます

南種子町農業委員会
会長　石堂　かよ子
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向井　克巳 片板　大作 中園　廣行 小    　尚武

中峯　哲義 崎田　善昭 雨田　俊孝 原田　晃生

石堂　かよ子 西 田　三 郎 髙 田　真盛 牛野　進一郎 久保田　力雄 砂坂　浩一郎

小山　幸良 寺内　秀昭 河野　律雄 古市　道則 中畠　一三 中之薗　堅二郎

南種子町農業委員の紹介

南種子町農地利用最適化推進委員の紹介

石堂　かよ子
＜会　　　長＞

西 田 　三 郎
＜職務代理＞

古市　道則
＜農地部長＞

牛野　進一郎

髙 田 　真盛

茎永全域 26-7645

26-0319

26-6467

26-0654

26-4937

26-6503

氏　　名 担 当 地 区 ＴＥＬ

西海

島間 （田尾 ・ 向方 ・ 大久保）

西之 （木原 ・ 野尻 ・ 砂坂
             ・ 管造牧）

上中 （上野 ・ 焼野 ・ 仲西
             ・ 西之町 ・ 山崎）

西之 （崎原 ・ 下西目 ・ 小田
             ・ 前之原）

久保田　力雄

砂坂　浩一郎

小山　幸良

寺内　秀昭

河野　律雄
＜振興部長＞

島間 （仲之町 ・ 小平山） 26-4035

24-1819

26-0694

26-0524

26-7656

26-0790

氏　　名 担 当 地 区 ＴＥＬ

長谷全域

平山全域

下中全域

西之 （田代 ・ 本村 ・ 平野
　　　　 ・ 上瀬田 ・ 野大野）

上中 （大宇都 ・ 上之平 ・ 本町
　　　　 ・ 共栄 ・ 新栄町 ・ 河内）

中畠　一三

中之薗  堅二郎

※農地に関する相談等は， 各地区担当の農業委員 ・ 農地利用
　 最適化推進委員へ

３

向井　克巳

片板　大作

中園　廣行

小    　尚武

平　　山 26-7070

26-7736

26-6549

26-1698

氏　　名 担 当 地 区 ＴＥＬ

西　　之

茎　　永

下　　中

中峯　哲義

崎田　善昭

雨田　俊孝

原田　晃生

西　　海 26-0470

26-4345

26-0418

26-0395

氏　　名 担 当 地 区 ＴＥＬ

上　　中

島　　間

長　　谷
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農業委員会

届
出
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令和3年　現地調査 ・定例総会予定表令和3年　現地調査 ・定例総会予定表

令和元年度　農業委員会関係事務処理状況令和元年度　農業委員会関係事務処理状況

月 日 日 曜日 時間

申請書
締切り

現　地　調　査

日 曜日 時間

定　例　総　会

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10 月
11 月
12 月

12/28

1/29

2/26

3/31

4/30

5/31

6/30

7/30

8/31

9/30

10/29

11/30

12

10

10

9

13

10

9

10

10

12

12

10

25

24

25

26

25

25

26

25

24

25

25

24

火

水

水

金

木

木

金

火

金

火

金

金

月

水

木

月

火

金

月

水

金

月

木

金

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

9:30

南種子町農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針南種子町農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針

「農地等の利用の最適化の推進」が最も重要な必須事務として,明確に位置づけられました。

　令和２年度から令和１２年度まで１０年間かけて,遊休農地を２９ヘクタール解消する。
３年後の遊休農地の解消面積は ,５ヘクタールを目標とする。

　人と農地の問題解決のため,「地域における農業者等による協議の場」を通じて,認定
農業者等を地域の中心となる経営体と位置付け,それぞれの農業者の意思と地域の資源
に照らした実現可能性のある「人・農地プラン」の作成と見直しに主体的に取り組む。

　令和２年度から令和１２年度まで１０年間かけて,２０経営体の新規参入を目標とする。
３年後の目標は６経営体とする。

１,遊休農地の発生防止・解消

２,担い手への農地利用の集積・集約化

３,新規参入の促進

１．利用権設定等事務（農地法第３条，農業経営基盤強化促進法） ２．農地法第４条・５条関係事務

（研修センター・２F大会議室・傍聴可能）

上段：筆数 ・ 下段：面積(㎡)

３．非農地証明願 ４．農地売買等事業上段：筆数 ・ 下段：面積(㎡)

５．賃借の終了関係通知事務
上段：筆数 ・ 下段：面積(㎡)

３条合計

田

畑

計

合   計

件 数

40

105

145

田

畑

計

農地の貸借合計

種    別

29

筆 数

83

112

135

146

281

393

面積(㎡)

32,616

159,138

191,754

159,869

386,814

546,683

738,437

種  別 件　数 田 畑 計

賃借終了通知 130
155 217 372

189,538 565,844 755,382

種  別

非農地証明願

計

8

4,810

田 畑

6 2

3,377 1,433

7

6,593 918 7,511

田 畑 計

４条申請

５条申請

計

種  別

2 0 2

1,991 0 1,991

3 2 5

4,602 918 5,520

5 2

件 ㎡ 円

件 ㎡ 円

件 ㎡ 円2 （7筆）

15,070 4,566,210

36,022 9,856,590

件  数 面  積 金  額

買 入 1 （4筆） 20,952 5,290,380

売 渡 1 （3筆）

計
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農業者年金受給者の皆さんへ（現況届を忘れずに！）農業者年金受給者の皆さんへ（現況届を忘れずに！）

■現況届は，毎年５月末日頃に農業者年金基金より直接受給権者に送付されます。
■必ず，現況届を農業委員会へ提出してください。

･････････････････････････････････････････････････････････････
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新規就農者紹介

　北海道出身。種子島への移
住前に農業を学ぶために行っ
た軽井沢での農業研修をきっ
かけに農業が好きになりまし
た。現在、有機農業での栽培
に取り組み、安定収入を確立。
繋がりのある顧客つくりと故
郷北海道へ種子島の味を運び
たい。今後は、自分の農作業
を最優先にしながらも、研修
を兼ねた農作業アルバイトで
知識等の習得に努めて良品質
作物の生産を目指したいと意
気込みを話してくれました。

雨森   由希子（４１歳）
（小平山集落）

【畑作】 【畑作】

米澤　葵（４２歳）
（小平山集落）

　東京都出身。１０年先でも、
安定した経営を行い、現在の
収入を上回ることができる農
業を目指したい。その為に効
率よく作業計画や農地の位置
的環境、適切な農地の面積の
整備に取り組みたい。農業は
自然・気象条件に左右される
が、早期準備・適期管理に従
事し、収量増の出荷を目指し
たいと意気込みを話してくれ
ました。

　姶良市出身。種子島産のヒ
サカキを多くの人に知っても
らえるよう、インターネット
を活用した販売による販路も
拡大したい。先輩方の指導を
受けながら安定した農業経営
の展開を目指して今後は収量
増と良品質作物の出荷を目指
したいと意気込みを話してく
れる一方、ヒサカキ生産の魅
力は高齢になっても続けられ
るし今後も続けていきたいか
らですと話してくれました。

【畑作】

【経営内容】枝物（ヒサカキ）５０a 【経営内容】枝物（ヒサカキ）35a【経営内容】青果用さつまいも
３０a・たんかん１４a・ヒサカキ
１０a

鎌田　雅徳（４９歳）
（大久保集落）
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